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労働災害防止関係団体 各位 

 

 

 

令和７年２月末現在の労働災害発生状況を公表します 

 

１ 当署管内の労働災害発生状況（令和７年２月末現在） 

・令和６年（１月～12 月） 

令和６年（１月から 12月）に発生した休業４日以上の労働災害によ

る死傷者数は、354 人（前年同期比－38人、－9.7％）となっています。

死亡者数は４人で、前年同期より１人減少となっています。 

業種別、事故の型別における災害発生状況は以下のとおりです（そ

れぞれ災害件数の多い順を抽出）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年（１月～２月） 

令和７年（１月～２月）に発生した休業４日以上の労働災害による

死傷者数は、53 人（前年同期比＋18 人、＋51.4％）となっています。 

業種別では「小売業」が 13人（前年同期比＋６人、＋85.7％）で最

も多く、事故の型別では「転倒」が 32 人（＋20 人、全体の 60.4％）

で最も多くなっています。 
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２ 建設業における労働災害発生状況（令和７年２月末現在） 

・令和６年（１月～12 月） 

建設業で令和６年（１月から 12 月）に発生した休業４日以上の労働災害

による死傷者数は 54 人（前年同期比－12 人、－18.2％）となっています。 

 工事の種類別では「その他の建築工事」が 16 人（前年同期比＋６人、＋

60％）で最多、次いで「土木工事」が 12 人（－６人、－33.3％）となって

います。 

 事故の型別では「墜落・転落」が 24 人と全体の 44.4％を占めています。 

・令和７年（１月～２月） 

 建設業で令和７年（１月から２月）に発生した休業４日以上の労働災害に

よる死傷者数は９人（前年同期比６人、＋200％）となっています。 

 工事の種別では「土木工事」が５人（前年同期比＋４人）で最多、事故の

型別では「転倒」が３人（＋２人、全体の 33.3％）で最多となっています。 

 

３ 岩手労働局管内の労働災害発生状況（令和７年２月末現在） 

別添の岩手労働局公表のプレスリリースをご覧ください。 

 

４ 労働安全衛生規則等の一部が改正されます（令和７年４月～） 

 労働安全衛生法に基づく省令改正により、作業を請け負わせる一人

親方等や、同じ場所で作業を行う労働者以外の人に対しても、労働者

と同等の保護が図られるよう、必要な措置を実施することが事業者に

義務付けられます。 

 危険箇所等で作業を行う場合に、事業者が行う以下の措置について

は、同じ作業場所にいる労働者以外の人（一人親方や他社の労働者、

資材搬入業者、警備員など、契約関係は問わない）も対象とすること

が義務付けられます。 

・労働者に対して危険箇所等への立入禁止、危険箇所等への搭乗禁止、

立入等が可能な箇所の限定、悪天候時の作業禁止の措置を行う場合、

その場所で作業を行う労働者以外の人もその対象とすること 

・喫煙等の火気使用が禁止されている場所においては、その場所にい

る労働者以外の人についても火気使用を禁止すること 

・事故発生時に労働者を退避させる必要があるときは、同じ作業場所

にいる労働者以外の人も退避させること 
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個人事業者等の安全衛生対策 


